
SDMD growth simulator
Quick Guide

はじめに
　このソフトウェアは、密度管理図に基づき林分の成長シミュレーションを行うことがで
きます。１ヘクタールあたりの林分について、植裁から主伐までの計画期間での、上層樹
高、胸高直径、材積などを算出します。現在ある林分の今後の予測シミュレーションも可
能です。最短１年毎のシミュレーションを行うことができ、計画期間内の間伐による林分
成長への影響も反映させることができます。
　また、間伐によって得られた材積から丸太価格を算出することや、間伐費用、主伐費用
の概算、および間伐による補助金収入の算出、計画期間全体での収支などの経済情報を算
出することができます。

　加えて、現在注目されている森林資源の活用法として、バイオマスエネルギーの創出や
二酸化炭素固定に着目し、間伐材から得られる石油エネルギー換算量、および林分の炭素
固定量を算出することができます。

　このソフトウェアにより、森林資源を「材木の獲得」ということのみではなく、自然エ
ネルギーの創出や地球環境の改善といった観点から評価することができます。森林所有
者、管理者、学生がこのソフトウェアにより、森林の成長ダイナミクスを理解し次世代の
林業を育んでいくことを期待しています。

インストール
i. ダウンロード後、zipファイルを解凍してください。
ii. 『setup.exe』を実行してください。
iii. もしうまくインストール出来ない場合は、.Net framework 4.0 をインストールしてく
ださい。
iv. 「csv」フォルダには各種設定ファイルが入っています。地域設定には「region」フォ
ルダ内の、『regionA.csv』または『regionB.csv』をお使いください。
　



使用法

1. 『地域選択』から「regionA.csv」または「regionB.csv」を選びます。これは、林分
成長の地域特性を納めたファイルです。ファイル選択後、式の確認画面が表示されます
ので、『設定』ボタンを押してください。



2. 林分の初期条件を設定してください。
a. 「現在の林齢(年)」：シミュレートする林分の林齢を入力してください。0ならば植
林から、1以上ならば1齢以上から始められます。

b. 「立木本数(/ha)」：１ヘクタールあたりの立木本数を入力してください。なお、最
多密度曲線から得られる最大立木本数を超えた場合、エラーが表示されます。

c. 「年割引率(%)」：年割引率を%で入力してください。
d. 「主伐費用」：１ヘクタールあたりの主伐費用を入力してください。
e. 「間伐費用」：１ヘクタールあたりの間伐費用を入力してください。
f. 「丸太歩留率(%)」：伐採によって得られた材積から丸太として加工する際の歩留
率を%で入力してください。

g. 「計画期間(年)」：管理計画期間を設定指定ください。
h. 「間伐期間隔(年)」：間伐する間隔を設定してください。「2以上」の年数で設定す
ると、その間隔で間伐期となり間伐のシミュレートをすることができます。「1」
とすると、毎年間伐期となります。



！ヒント；間伐間隔を細かく設定し、 任意の間隔で間伐をシミュレートすること
ができ、 間伐本数を「０」とすることで、さらに、その間伐期をスキップするこ
とができます。もし、林分の成長状況を見ながらのシミュレーションを行いたい場
合、間伐期間隔を「１」に設定し、間伐したい林齢では本数を入力、間伐を行わな
い場合は「０」を入力してください。
例：林齢２年で300本、林齢13年で500本間伐する場合、間伐間隔を「１」に設
定、林齢１年で間伐本数を「０」、林齢２年で間伐本数を「300」、林齢３年から
林齢12年では間伐本数を「０」、林齢13年で間伐本数を「500」とする。

3. 『計算開始』ボタンを押すと、自然枯死シミュレーションが始まります。

4. 自然枯死シミュレーションが終わると間伐シミュレーションが始まります。



5. 『現在の林齢』にはシミュレーション時刻（年）が表示されます。『間伐本数(/ha)』
に間伐する本数を入力し、『間伐実行』ボタンを押してください。
！ヒント；「initial」は初期状態、「thinning」は間伐による得られる間伐材の情
報、「residual」は間伐後の残存状態、「stats」は各林齢での林分の状態に関す
る情報が表示されます。



！ヒント；『グラフの表示』を選択することで、自然枯死による変化のグラフと比
較しながら間伐シミュレーションを行うことができます。





6. 間伐シミュレーションが終わると、概要が表示されます。なお、この概要は、計画期
間終了後に主伐を行った際のものです。
a. 間伐シミュレーションの概要

b. 丸太材積量



c. 林分の炭素固定量

d. 間伐材から得られた林地残材をバイオマスエネルギーとした時の燃料換算量



7. 新しく、シミュレーションを行うときは、『ファイル』から『新規計算...』を選んでく
ださい。



問い合わせ
　使用に関しての問い合わせや、使用中の不具合、バグなどがありましたら、

 ryo-aka@ism.ac.jp

赤石宛までご連絡ください。
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